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要 旨 ： 分割型 の 多連式ボ ヅ クス カル バ ー
トにお け る側壁部材 とそれに 重ね合わ せ て接合

する頂版部材 を簡易に接合で きる継手構造を考案 した 。 継手に 異形鉄筋 （以 下 ， 接合筋

と称す）を用 い た本継手構造は 簡易 的 な接合の ため ， 部材 同土 の
一

体化 が図 れ ず ， 接合

部付近で 曲げ剛性が低下 して い る こ とが予想 され る 。 そ こ で ， 部材厚 ， 接合筋径等 の パ

ラ メータを 変化 させ た試験体を用 い て 載荷実 験を実 施 し ， 曲 げ剛性 低下 区 間 の 設 定 ， 低

下区 間の 曲 げ剛性 値の 算出 を行 い
， 各種 パ ラ メ ータ が 曲 げ 剛性値 に 与 え る 影響 を検討 し

た 。 そ の 結果 ， 接合筋径が 曲げ剛性値に 大 き く影響を与 え て い る こ とが明 らか とな っ た 。

キーワ ー ド ：プ レ キ ャ ス ト， ボ ヅ ク ス カル バ ー ト ， 接合部 ， 接合筋 ，曲げ剛性，剛性低下

　 1、　 は じめ に

　大 型 の プ レ キ ャ ス ト製多 連式ボ ッ ク ス カ ル バ

ー トは ，製造，運搬，施工 ，経済性等を考慮 し

て 様 々な方法 で 分割 され ， 現 場 で 接 合 して組み

立 て られ る 。 今回 ，図
一1に 示すよ うに上 述の

ボ ヅ ク ス カ ル バ ー
トを側 壁部 材 ，頂 版部材及 び

底版部材の 3種類に分割 し た場合 にお け る 側壁

部材 と頂版 部材の接合部の 継手構造 を考案 した 。

そ の 継手構造は異形鉄筋 （以下 ， 接合筋 と称 す）

を用 い たも の であ り， 部材同士 の
一

体化 を 図 っ

たもの で は な く ， 施工 性 を考慮 した簡笏 的な も

の で あ る 。 従 っ て ，接合部付近で は ， 他の 部分

よ りも曲げ剛性が低下 して い る こ とが予 想され

る 。

　接合部 の 詳細 を 図一2に示 す 。 側 壁 部 材 の 跳

ね出 し部 （以下 ，跳ね出 しと称す〉に頂版部材

（以下 ，
ス ラ ブ と称す）を重 ね ， 跳ね出 し に 埋

設され たイ ン サ ー トに接合筋を差 し込み ，
ス ラ

ブ の 接合孔 を コ ン ク リ
ー

トで 充填 して 澗者 を接

合す る。接合孔 は ，
コ ン ク り一 トの 抜け 出 し防

止 の ため ， テ ーパ ー付 き構造 とな っ て い る 。 ま

た ， 接合 筋 には押 し抜 きせ ん 断力に抵 抗す るた

め ，円形 の 耐圧板を取 り付け て い る 。

　本研究で は ， 分割型 の 多連式ボ ッ ク ス カ ル バ

ー
トの 設計資料 を得 る 目的で ， 図

一でに網掛け

し た部分を実物大 に モ デ ル 化 し ， ス ラ ブ厚 ， 跳

ね出 し厚 ，接 合筋径 等 の パ ラ メ ー
タ を変化 さ せ

た試験体 を用 い て曲げ 載荷実験 を実施 し，曲げ

岡性低 下 区 間の 設定 ， そ の 区 間 の 設計荷 重時 に

おけ る 曲げ嗣性値 の 算出を行 い ，各種パ ラ メ ー

タが曲げ嬲性値 に与え る影響 に つ い て 検討 した 。

網掛 け 部 ：

試験体 の モ デ ル 化 部 分
頂版部材

側 壁 部

蜜

図
一1　 多連式ボ ッ クス カ ル バ ート断面図

’ 1  日東 技衛部　 （正会 員〉
’ 2太 平洋 セメ ン ト  設備技衛部土木建築課

＊ 3太 平洋 セ メ ン ト  設備技衛部土 木建築課
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図
一2　接合部詳細

筋

　2． 実験概要

　2．1 試験体

　試 験 体の 種 類 を表一1に ， 試験体形状 を図一

3に示す 。試験体の 主要 な パ ラ メ
ー

タは ，
ス ラ

ブ厚 ， 跳ね出 し厚及 び接合筋径 とし ， 試験体の

種類 を9種類と した。 No．Gia　， 比較 用と して ド

ス ラ ブ 及 び 跳 ね 出 し を一体 製作 し た 試験体 （以

下 ，

一体部 材と称 す）で あ る 。 No．O以外は ， 跳

ね出 し の 両端に ス ラ ブ を 500mm重ね 含わせ ，
2本

ず つ の 接合筋に よ り接合 した試験体 （以下 ， 接

合部林 と称す）で あ る 。 ス ラ ブ と跳ね 出 しの 接

合面 は石膏を用 い 平滑とした 。 接合部材の うち ，

No．3
’

は ， 他 の 試験体 と載 荷方 向 を逆 向 き と し

た 。 ス ラ ブ と跳ね 出 しの 目 地部 は ， 無収縮 モ ル

タ ル を充填 した。

　 2．2 使用材料

　 コ ン ク リ
ー

トの設 計基準強度は 45．ONfmm2と

した 。 コ ン ク リー トの 圧縮強度結果 を表 一2に

示す 。 接合部 に使用 す る ア ン カ
ー

筋 （定 着長 ：

30di｝ ），接合筋は SD295Aの 材質を ， 繭圧 板は

SS400の 材質 を用 い た 。 接合 孔 に 充填 す る コ ン

ク リ
ー

トの 圧 縮強度は 43．8Nノ皿m2 ， 弾性係数

は2．52x10増！m2 で あ っ た 。

　 2．3 載荷方法

　 載荷 方 向は ， 負方向載荷 と正 方向載荷の 2通

りの う ち ， 接合部 に 対 して不利 な載荷方向 と 予

想 さ れ る 正 方向載荷 を主体と し た （負方向載荷

は No．3’

の み を対象 ） 。 載荷方法を図一4に示

す 。 載荷 ス パ ン 650皿m ，支持ス パ ン 3300m皿の 2

点載荷 （No．3
’

は載荷ス パ ン と支持ス パ ン を逆

転）．と し ， 載 荷速 ma　10kN／皿in の単調載荷と し

た 。 試験体の たわ み を高性能 変位計 （感度 ：

11200皿皿）によ り ， 接合筋 の ひ ずみ （位置 ： 接

合筋根元部鉛直方向）を ワ イヤ ス トレ イ ン ゲ
ー

ジ （ゲージ長 ：3mm）に よ り瀏定 した 。

表一1 試験体の種類

試験体
No．

ス ラブ 厚
t1（mm

眺 ね出し

　 t2　mm

接合 筋
　径

0 一
　部材

1 200 200 Dl9
2 200 200 ！）22

3 2eo 250 D22
3
’

200 250 D22
4 250 300 D25
5 300 30◎ 韮）25
6 300 300 £）29
7 300 350 D29

　 1，0006
＠ 150＝eoo50

Eヨ 郵

9 1，Z50

lo．li試験体

翌
主鉄筋　：　D1§　（SD295A｝

スターラッフ
駒

　：　D10　（SD235A）

45050 　　　1
，
a59

　　　　　　　　 耐圧板 　　　椄合筋

廛≡ヨ劃　 　 ス ラ調
・。 ・＠15・… 0 ・・

黜 し 5°°
。 ． カ

ー
筋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 750　　250
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （接合筋と

　　 　 　 　 　　 　 　 　 1，000　　　　 同
一

径）

　耐 圧 板　；　φ 80xti6 ・
　
・
　
DNO．1〜No．3，黄O．3

’

　　　　 di　yOXtl9 …　　 Ne，4〜恥 ，7
　　 　 　 　 　　 　 　 　 主鉄筋 ： DIS （SD295A＞
　N・・1〜N・・7試 験 体

スタ吻 フ
・

、 DIO （SD295A）

　　　図
一3　試験体形状

表 一2　 コ ン ク リー トの 圧縮強度

試 験体

No．

設計基準

　強度
　 　 　 2Nmm

圧縮強

N　 m2

弾性係数

（Xi σ
1

　 　 　 2
　 　 m

0 58．8 3．24
’1 62．0 3．07
2 56．5 3．18
3 45．0 57．9 3．36
3
’

58．8 3．24
4 48．0 3．07
5 62．3 3．43
6 6L8 321
7 63，4 330
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↓
油 圧 ジ ャ ツ キ

ロ ー　
’
セ ル

試験 体

　 正 方向載荷

図
一4 載荷方法

　 3． 実験結果及び解析　　　 一

　 3．笠　 ひ び割れ及び破壊性状

　 ひび割れ荷 重及 び最 大荷 重 を袋 一3に ， ひ び

割れ図の 一例 を図
一5に 示 す 。 ひ び割れ荷 重は ，

目視によ りひ び 割れ を確認 したときの荷重 とし

た 。 ただ し ， 表 中の 荷 重 は 自重 分を含ん で い な

い o

　 No．0は 断面 変化 部 に ひ び 割 れ が発生 し た後 ，

ス パ ン中央部の 引張縁か ら材軸 に 垂直方 向に ひ

び翻れ が進展 し て 主鉄筋位置まで 到達 し ， 以降

は主鉄筋方向に 沿 っ て進展 した 。

　 No．3
’

以 外は ， ス ラ ブ と 跳ね 出 しの 重 ね 合わ

せ 部 に お い て ス ラ ブ の 引張縁 か ら材軸 に垂 直に

ひび 割れ が進展 した。

　 No．3’

は ， ス ラ ブと跳 ね 出し の 重 ね合わ せ 部

に お い て跳ね 出 しの 引張縁か ら秘軸 に 垂直 にひ

び割れ が進展 した。

　最 大荷 羹以 降は ， 垂直接合 面 にお い て 目地 部

充填モ ル タル の圧 縮作用 によ リス ラ ブ端 部 が拘

束され るため ， ひび割れが分 散 しなが ら荷 重 の

大 きな増減はな く平衡状態とな っ た 。 そ の た め ，

破壊 ま で 至 らずに載荷 を終了 した 。 ただ し ，Ne．1

は 1本 ，
Ne．5は片 側 2本 の 接合筋が終局時に 破

断 した 。 こ れ は ，
ひ び 割れ発 生以 降 ， 荷 重 が 偏

心 し ， 4 本全部の 接合筋で応力 が 分担 されず ，

1〜 2本の 接合筋に 応力 が 負担さ れ た た め と考え

られ る 。

　No．0と ，
ス ラ ブ 厚 及 び 跳 ね出 し 厚が No。Oと 岡

一の No．1及び No．2を比 較す ると ， No．0の ひ び割

れ荷重は ， No．1の 約 1．4倍 ，
　 No．2の 約 1．1倍 の 値

を示 し ， また ， No．0の 最大荷重は，No。1及び No．2

の 約 1．5倍の 値 を示 し ，

一
体部材は ひび割れ 荷

重 ， 最大 荷重 とも接合部材 と比較 して 大きい こ

とが分 か っ た 。

　正 方向載荷の No．3と ， 試験体 が 同
一

で 載荷 方

向が逆で ある負方向載荷 の No．3 ’

を比 較する と ，

No．3
’

の ひ び 割れ荷重は No．3の 約 1．3倍 ，
　 No．3

’

の 最大 荷重 はNo．3の 約 1．9倍 と ， 特 に最大荷重

に お い て そ の 差 は 顕著 とな っ た 。

　 こ れは ，負方向載荷の 場合は正 方向載荷 の 場

合 に比 べ 接合 筋が効 率良 く働 い た た め ， ひ び 割

れ発生以降 こ の 影響 が顕著 とな る こ とに 起 因す

るもの と思われ る 。

表一3　ひ び割れ荷重及 び最大荷 重
≡

No ．
ひ び 割 れ

荷重 （kN）荷重 （kN）

o 80 166
1 58 108
2 73 u3
3 56 王08
3 71 202
4 87 1婆7
5 71 190
6 153 226
7 138 231

　 　 lo，o
（正 方 向 載 荷 ）

　 　．No，3
（正 方向載荷）

丶

　 　 　 　 　 　 　 　 ！o，3’

　 　　 　 　 　 （負方向載荷 ）

図
一5　ひ び 割れ 図 （No．O，

　 No．3
，
　 No．3’

〉
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　 3．2　荷重
一
変位関係

　荷 重
一載荷 点変位 曲線 を図一6に 示す 。 載荷

終盤 で 変位計を取 り外 したた め ， 図 は載荷 終 了

ま で の 全挙動を示 し て い な い 。

　初期 剛性 が   No．1 （接合筋径 ：D19） ，   No．2

及 び No．3 （接合筋径 ： D22） ，   No．4及 ひ No．5

（接合筋径 ：D25） ，   No．6及 び No．7 （接 合筋

径 ： D29）の 接合筋径毎に 4種類 に 分 類 され ， 径

が大きくな るに従 い
， 初期 剛性が高 く な る こ と

が確認 され た 。 径 が 同
一

で あれ ば ， ス ラ ブ厚 ，

跳 ね 出 し厚が異な っ て も初期剛性は ほ とん ど変

わ らな い こ とが分か っ た 。

　負方向載荷の No．3
’

は ， 載荷方 向 が逆 で あ る

正 方向載荷の No．3に 比 べ て 初期剛 性 が高い こ と

が確 認 され た 。

　
一体部材で あ るNo．0と ， No．0と同

一
の ス ラ ブ

厚及 び跳 ね 出 し厚で ある No．1及 び No．2を比 較す

る と ， No．0はNo．1及 び No．2に比 ぺ て 初 期剛性が

高 い こ とが確 認 され た 。

250

200

2150
ご

枢 100

50

0

　 0　　　　 5　　　　10　　　　15　　　　20　　　　25　　　　30
　 　 　　 　 　 　 たわみ （mm ）

　　　図
一6　荷 重 一載荷点変位

　3．3　設計荷重の 実験値 と計算値の 比 較

　設 計荷 重 を接 合筋 が 長期 許 容応 力 度 （σ

＝ 180．ON／mm　
2
）に達す る荷重 とし，実験値 と計

算値 の 比較 を行 っ た。設計荷重 の 実験値及 び計

算値を表 一4に 示 す 。 計算値 は ， 接合部を曲げ

モ ーメ ン トを受け る RC 部材 （引 張
一
接合筋、

圧 縮一重ね合わ せ 部に お け る跳ね 出 しの コ ン ク

リー ト）と して 求 めた。い ずれの 試験体も実験

値は計算値を上回 っ てお り ， 実験値／計算値は

1．19〜 2．13の 範囲で あ っ た 。 また ，
い ずれ の 試

験 体 も設計荷重時にお い て は接合部が コ
ーン状

破壊を して い なか っ た 。 設 計モ ーメ ン トの 最大

モ ーメ ン トに 対 す る安 全率 を表 一5に示す 。 設

計モ ーメ ン トの 最大モ ーメ ン トに対す る安全率

は 2．40倍 〜 3，78倍 とな っ た 。

表 一4　設計荷重の 実験値及び計算値

試験体

No．
実験値
（kN ）

計　値
（kN）

実験値／
　計　 直

1 36241 ．50
2 49331 ．48
3 37311 ．19
3

’

8150L61

4 62341 ．81
5 66312 ．13
6 98501 ．96
7 7747L64

表 一5 設計モーメントの 最大モづ ントに対す る安全率

試験体
No．

最大耐力

　（kN

　　 
最大 モ

ー
メン

　（kN・m

　　 
設計モ

ー
メン

　 kN・m ）

  ／ 
安全率

1 108 58．3 20，12 ．90
2 113 60．5 24、6 2，46
3 108 59ユ 246 2．40
3
’

202 93．1 24．6 3．78
4 147 79．0 28．52 ．77
5 190 99．7 28．53 ．50
6 226 116．1 36．73 ．16
7 231 119．5 36．73 ．26

　3．4　曲 げ剛性低 下 区間の 設定及 び 曲げ剛性

値の 算定方法

　（1｝ 剛性低下区間の 設定

　接合 部 付近 で は ， 接合部 に作用する 曲げ モ
ー

メ ン トの 方向に 応 じて ，図
一7に 示す 2通 りの

応力状 態 が考え られ る 。 引 張応力 と して は ， 接

合筋 に 発 生す る応 力 で あ り， 圧縮応力 と しては

跳ね 出 しの 重ね合 わ せ 部 に発生 する応力で ある 。

曲 げ モ ーメ ン トの作 用方向 に よ り ， ア ーム 長さ

（L）は 2 タ イ プ ある が ，実際 に は ど ち らの 方

向 に も作用 す る 。 正 方向載荷 及 び負方 向載荷の

両方向を見込 め ぱ接 合 筋 を中心 と し た Lの 2倍 の

範囲が剛性低 下区間と考え られる 。 接合筋毎 に

剛性 低 下 区間長 を算出 し た結果を表 一6に示 す 。

As は 有効鉄筋断面積で ）／ね じ部の 断 面積 で あ
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る 。 区 間長は 各 々が 細 か い 数字 でそ れぞれ異 な

る値 とな り ， 実用上非常に煩雑 とな るため ，区

間長を重ね合わせ 長 さ500m皿 と設 定 した 。 そ の

妥 当性 を確認するため に 、 図
一8に 示 す地中構

造物 の 3連 ボ ッ ク ス カ ル バ ー トを想定 し て ，

一

方 は剛 性 低 下 区間 を2L， 他 方は 設定 した 500皿皿

と し ， 剛性 マ ト リ ッ ク ス 法 （変位法 ）に よ り応

力計算を行 い ，両者の 発生曲げ モ ーメ ン トを比

較 し た 。 地震時に お け る発生 モ ーメ ン トの 算出

結果 を褒 一7に 示 す。発 生曲 げ モ ーメ ン トの 差

は 1％以 内で あ り ， 剛性低 下 区間を 500m凪と し

て もほ とん ど影響な い とい え る 。

　曲 げ モ
ー
メント

量 ）・

丁

呂
c

跳 ね 出 し

の 剛性

）
〃

向

ト

方

げ

用

曲

作

平
Lr

≒ 接合筋 。 発 生

：豐i ・ ・1纛 ・

⊥ あ諭産
　 　 剛 性 低 下 区 間

　　　　図
一7 応力状態

襄一6　剛性 低下区 閥長 の 算 出結 果

ム 　　此 As（cm
引
）Lcm1 　　 　 噴　 （cm ）

1）192 × 2．4523 ．21 2Lコ46，42
D222 × 3．0323 ．04 2L箒 46．08
D252 × 3，5322 ．90 2L霜 4580
D292 × 4．5922 ．66 2L＝ 45．32

G 載荷重 ： lt／田
≧

表 一7　発生 モ ーメ ン トの 算出結果

最大 モーメント

　（kN・m ）

部位 部材番 号
低下

区間
453．2mm

低下

区間
5GGmm

両者
の 差

％

上 卩 水
WR5 〜8 正0〜13 一118 一

雛 7o ．8側

（内） 垂 直 　 オ 2728 102 ユ03LO
下 。 水 w 20212324 一170 一1700 ．0
上 。 水

W

。 231516 一112 一
三110 ．9側

（外） 垂 直 117 一141 一1420 ．7
水 w

。 1826 一141 一1420 ．7
頂版 4914 42420 ，0
底 192225991001 ．0

　 （2）　曲げ剛性値の 算定方法

　曲 げ 剛 性値 の 算定 モ デ ル を 図 一9に示 す 。

1 ・
， 11 ） 12は 各 断面 にお け る断 面 2次 モ

ー

メ ン トで ある 。 11 は ス ラ ブ の ， 12は跳 ね 出

しの 断 面 2次 モ ーメ ン トで 既 知 数 ， 工 o は 剛性

低下 区間 の 断 面 2次 モ ー
メ ン トで未 知数で あ る 。

　剛性 マ トリ ヅ ク ス 法 （変位法）を用 い ， 設計

荷 重 Pを作用 させ た と きに ， 荷 重載荷 点 下 の た

わ み が 実験測 定値 と
一致するよ うな 1 ・ （原点

と接 合筋 が 許容応力度 に 達 した点 を結 ぶ剛性）

を求め た 。

　 　 13渦 　　　　650　　　 13ビb

罌
　 　 　 　 　 　 　 　 50D　 650　 δ50　 　 　 500　 　 　 　 　 1000
　 　 　 　 　 3300

図
一9　曲げ剛性値の 算定モ デル

：

自

［
　
　
O
自 

23 　 4 　 5678 　9 　1MllZ3 　14　1M6

2ε　　25　　24　23　　22　　21　20　　旦9　　18

000　 10001000100
　　　20 O　　

l209GlOOO
　 IO

　　：腿 0
4000　 　 　 40004000

izo腸

o

性

下

間

剛

低

区

図一8　 3連 ボ ッ クス カル パ ー
トモ デル

　 3．5　曲げ剛性値 とス ラ ブ 厚 ， 跳 ね 出 し厚 ，

接 合筋経 と の 関 係

　 3．4の 算定方法よ り 求 め た 曲 げ剛性値 を表 一

8に 示 す 。 ヤ ン グ係 数 は試 験体 全区間 に わ た っ

て 同
一

と した 。 正方向載荷 で あるNo．3と負方向

載荷で あるNe．3’

を比較する と ， No．3
”

の 曲げ

剛性値は No．3の 約 1，3倍 の 値 を示 し ， 3．1で 示 し

た最大 荷重 の 傾向と同様 に ， 負 方向載荷の 方 が

剛性 が高い こ とが分．か っ た。

　接 合 筋の 有効断 面積 （As＞と曲げ剛性値 （EIo）

の 関係 を図
一10に 示 す 。 接合筋の 有効断 面積
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が大 き くな るに従 い ，概ね比例 して 曲 げ剛性値

が増加 する の が 認め られ た。また ， 接合筋径が

同
一

の 場合におい て は ，ス ラ ブ 厚 ，跳 ね出 し厚

が変化 して も曲げ剛性値は あま り変わ らず，曲

げ剛性 値に与 え る影響は ， 接合筋径の 影響に比

べ て小 さ い こ とが分 か っ た 。

　剛性低 下 区間 の 1 ・ と隣接 す る ス ラ ブ の 11

の 比較表を表一9に 示 す 。 Ir は ， 矩形 断 面 に

おけ る 断面 2次モ ーメ ン トの 算出式を用 い て算

出 した 。 No。1か らNo．7の 順に ， すな わ ちス ラ ブ

厚 が 大 き くな る に 従 い 1 ・ が 11 に 占 め る 割合

が 小 さ くな り， そ の 値は 1 ・ の 約 9〜30％の 範

囲 で あ っ た 。
こ れ は ， 板厚が大 きくな るに 従 い

，

11 は 板 厚 の 3乗 で 大 き くな る が ， 1 。は接合筋

で 決 ま っ て く る た め 1 ・ よ りも 値 の 上昇 率 が

小 さ い こ と に 起 因 す る も の と 思 わ れ る 。

表 一8　曲げ剛性 値
≡

　No．

・　　 効

断面積

　　As

　（cm2 ）

断面 2
亀

モ
ー
メント

　　Io

（cm
」

）

ヤンク　、

　　　E

（XlO4N

／mm2 ）

　　け剛性 旦

　　　E正Q　　　　尸
（XlO

°

　　kN・
mm2 ）

1 2．45129003 ．07 39603
2 3，03139253 ，18 44282
3 3．0314950336 50232
3 3．03197003 ．24 63828
4 3．53182003 ．07 55874
5 3．53191503 ．43 65685
6 4．59228003 ．21 73188
7 4．59266003 。30 87780
ヤング係数E ；テストピースを用し・て 圧縮試験を行い

， 応力

　 　 　 　　 ひ ず み 曲 線より求め た 値
曲げ 剛 性 値 Ek ：断 面2次 モーメントloとヤング係数E を乗 じた 値

　 150000

ぐ

E125000
F
蚤 100000
覧
X 　 75000

埋
坦 50000
匿

b25000
租

　 　 　 0
　 　 　 　 2　　　　2．5　　　　3　　　　3，5　　　　4　　　　4．5　　　　5

　　　　　　　 接合筋有効断面 積 （cm2 ）

図
一10　接合筋の 有効断面 積 （As）と

　　　　　　　　　曲げ剛性値 （Elo）の 関係

表一9　1 ・ と 1 ‘ の 比較表

試験体

　No．

剛性低 下

区間の

　　　Io

　（cml ）

ス ラブ

　 の

　　11

（cml ）

1〔〆 II

1 129006666719 ％

2 139256666721 ％

3 149506666722 ％

3
’

197006666730 ％

4 1820013020814 ％

5 191502250009 ％

6 2280022500010 ％

7 2660022500012 ％

　 4．　 まとめ

　 プ レキ ャ ス ト製の 分割型 多連式ボ ッ ク ス カル

バ ー
トに お け る側 壁部材 と頂 版部材 の 接合部を

モ デ ル化 した実物大の 曲 げ載荷 実験 に よ り ， 以

下 の 知 見が得 られ た 。

  設 計 荷 重 を 接合 筋 が 長 期 許 容 応 力 度 （σ

＝ 180N／皿皿
2

）に達 す る とき の 荷 重 と し た 。 設計

荷 重 の 実験値は計算値を上 回 っ て い る こ と ， 設

計荷重時に コ
ー

ン 状破壊 を し て い な い こ とが 確

認 さ れ た 。

  剛性低 下 区間は ， ス ラ ブ と跳ね 出 しの 重ね合

わ せ 長 さ500皿m と して 実 用上 ほ とん ど影響ない

とい え る 。

  接合部材に お け る剛性 低下 区 間 の 曲げ剛性値

は ， 隣接す る ス ラ ブ の 曲 げ 剛性値 と比 ぺ て 低下

して お り ， 約 9〜30％の 値で あ っ た 。

  負方向載荷 よ りも正 方向載荷 の 方が ， 曲 げ 剛

性 が小 さ い こ とが認め られ た 。

  曲げ剛性値は ，接合筋の 有効断 面積が大 き く

な る に従い ，概ね比例 して増 加 する こ とが認 め

られ た 。

一
方 ， 同

一
の 接合筋径に お い ては ， ス

ラ ブ 厚お よび跳 ね出 し厚が 曲げ 剛性値に 与え る

影響は小 さか っ た。
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